
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８月 園だより 

猛暑の日々が続いています。私が子どもの頃は、３０℃を超える日が珍しくニュースにもなったものでしたが、

今や３５℃超えの日々が当たり前になり、日々の生活にも更なる配慮を要する現在です。園生活においても、子

どもたちの大好きな戸外活動を楽しむ機会はめっきり減りました。夏恒例の活動『夏まつり』は、完全に室内活動

化している昨今です。それでも担ぎ棒を壁にぶつけながらも御神輿担いで練り歩く年長児の顔は誇らしげです

し、後に付いて歩く３･４歳児以下の子たちの憧れ感漂う表情は印象的です。今年は、それに加え、コロナ以降５年

ぶりに外部の方（高齢者施設「けやきの里」の皆さん）をお迎えし、世代間交流を楽しみながらのお祭りができま

した。高齢者の皆さんは、全員車椅子ご利用でしたが、車椅子を優しく押してあげる子、自分たちで作り上げたお

店屋さんの商品を次々にお膝の上に置いて大サービスする子、気付けば高齢者に寄り添い手を繋ぎ合い微笑み

合う子、それぞれに高齢者への思いを表わし歓待する子どもたちでした。核家族化が進み祖父母世代との交流

が薄れるなかで、世代間交流は、高齢者が元気や生きるエネルギーを得るだけでなく、子どもたちにとっても意

義ある活動になっています。今後も地域施設の皆さんと連携し交流の機会を継続していきたいと思います。 

 いよいよ４年に一度のスポーツの祭典『オリンピック』が開幕しました！スポーツを通したくさんの感動をもた

らす『オリンピック』は、物事を捉える力の大きい子どもたちにとっても影響は絶大です。子どもたちと TV を観

ながら会話を弾ませる、そんな日常から子どもたちは興味や関心の芽を膨らませ、園活動にも波及してくること

間違いなしです。１０月の運動会への影響も大きいことでしょう。期待が膨らみます。 

園  長   山  﨑  久  江 

 

令和６年８月１日発行 川村学園女子大学附属保育園 

お  願  い 

夏の遊びを楽しむ 

乳児 ・友だちと関わりながら、水そびを楽しむ。 

幼児 ・夏の生活の仕方を知り、身の回りのことを自分でやろうとする。 

・友だちや異年齢と関わりながら、夏のあそびを楽しむ。 

＊ 8月 1日㈭～２４日㈮は、夏の合同保育期間です。  

暑さ厳しいなか、地面に近い子どもたちの体感温度は、大人より７℃も高いそうです。夏の疲

れから発熱など体調不良を引き起こす心配な時期でもあります。 家庭保育が可能なご家庭

はご協力ください。 

  ＊ 毎日持ち帰るコップ・水筒・歯ブラシなどは、持ち帰った際に必ず洗浄し、次の日に持参す 

るようにしてください。 

 

 

今月のうた♪ 

・おばけなんてないさ 

保 育 目 標 

０歳児保育室、保育士同士が「〇〇ちゃん、いないねぇ。どこにいるかなぁ。」と

話しているのを耳にした A ちゃんが、キョロキョロと部屋中を探し、『見つけ

た！』とばかりに〇〇ちゃんの写真が貼ってある玩具を持ってきてくれました。

あ・り・が・と・う   

ほっこりエピソード 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８月アンケート企画 

夏休み何をして過ごす？ 
たくさんのご協力ありがとうございました。ぜひ夏休みの参考にしてください♡ 

ȢɧȷɆ ǑǦȏȑ ͈ ȢɧȷɆȩɁɆ BOOK 
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